
(1) 令和6年3月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第419号

№ 419

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

１Ｐ　うみかぜ薫るリレー＆ソロマラソン　１Ｐ　うみかぜ薫るリレー＆ソロマラソン　

２Ｐ　市長・議長要望の回答２Ｐ　市長・議長要望の回答

３Ｐ　市長・議長要望の回答３Ｐ　市長・議長要望の回答

４Ｐ　４Ｐ　市長・議長要望の回答市長・議長要望の回答

　　　小規模企業振興委員連絡会議　　　小規模企業振興委員連絡会議

　　　中期ビジョン策定委員会　　　中期ビジョン策定委員会

　　　浜田商業起業支援プロジェクト発表会　　　浜田商業起業支援プロジェクト発表会

５Ｐ　青年部だより５Ｐ　青年部だより

６Ｐ　出張経営相談会、火災共済加入案内６Ｐ　出張経営相談会、火災共済加入案内

７Ｐ　景況レポート７Ｐ　景況レポート

８Ｐ８Ｐ　　ビジネスフェア中四国 2024ビジネスフェア中四国 2024

　　　協会けんぽ保険料率のお知らせ　　　協会けんぽ保険料率のお知らせ

　　　浜っ子春まつり案内　　　浜っ子春まつり案内

海風を感じて颯爽と駆け出すランナー海風を感じて颯爽と駆け出すランナー

うみかぜ薫るリレー＆ソロマラソン in 山陰浜田港開催うみかぜ薫るリレー＆ソロマラソン in 山陰浜田港開催

スタートの号令と共に駆け出すランナースタートの号令と共に駆け出すランナー

　　令和 6 年 2 月 17 日（土）、令和 6 年 2 月 17 日（土）、うみかぜ薫るリレー＆ソロうみかぜ薫るリレー＆ソロ

マラソン in 山陰浜田港が開催され、県内外から訪れたマラソン in 山陰浜田港が開催され、県内外から訪れた

ソロランナー 62 名・リレーチーム 81 チームが集い、参ソロランナー 62 名・リレーチーム 81 チームが集い、参

加者が思い思いのペースでタスキを繋ぎ健脚を競いまし加者が思い思いのペースでタスキを繋ぎ健脚を競いまし

た。た。

　本イベントは浜田市合併 10 周年記念事業として平成　本イベントは浜田市合併 10 周年記念事業として平成

28 年から開催されており、今では冬の風物詩となってい28 年から開催されており、今では冬の風物詩となってい

ます。ます。

　競技内容ははまだお魚市場前を発着点として、マリン　競技内容ははまだお魚市場前を発着点として、マリン

大橋大橋（橋長約 600 メートル）（橋長約 600 メートル）を含む往復約 3.5 キロをチーを含む往復約 3.5 キロをチー

ムリレーで 7 往復するハーフマラソンと 14 往復するフムリレーで 7 往復するハーフマラソンと 14 往復するフ

ルマラソンコースおよび、ソロマラソンコースもとなりルマラソンコースおよび、ソロマラソンコースもとなり

ます。ます。

　当日は、はまだお魚市場でもイベントを開催しており、　当日は、はまだお魚市場でもイベントを開催しており、

マラソンの賑わいに一花添えていました。マラソンの賑わいに一花添えていました。

　参加されたランナーは「マリン大橋と浜田港からの絶　参加されたランナーは「マリン大橋と浜田港からの絶

景を見ながら走れて気持ち良かったので、また、挑戦し景を見ながら走れて気持ち良かったので、また、挑戦し

てみたいです」と完走後の充実感と来年に向けた気持ちてみたいです」と完走後の充実感と来年に向けた気持ち

を述べられていました。。を述べられていました。。



(2)浜田商工会議所だより第419号 令和6年3月15日（発行定日15日）

市

長

・

議

長

要

望

（

回

答

）

Ⅰ
．
中
小
企
業
の
総
合
支
援

Ⅰ
．
中
小
企
業
の
総
合
支
援

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て  

１
．
経
済
対
策
に
つ
い
て

１
．
経
済
対
策
に
つ
い
て

　

商
工
団
体
や
金
融
機
関
な
ど

　

商
工
団
体
や
金
融
機
関
な
ど

と
連
携
し
中
小
・
小
規
模
企
業

と
連
携
し
中
小
・
小
規
模
企
業

者
の
実
態
把
握
、
情
報
収
集
に

者
の
実
態
把
握
、
情
報
収
集
に

努
め
、
情
勢
に
応
じ
た
対
策
を

努
め
、
情
勢
に
応
じ
た
対
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
へ
は
、
景
気

　

ま
た
、
国
・
県
へ
は
、
景
気

浮
揚
策
の
要
請
や
社
会
資
本
へ

浮
揚
策
の
要
請
や
社
会
資
本
へ

の
重
点
配
分
な
ど
、
地
域
経
済

の
重
点
配
分
な
ど
、
地
域
経
済

の
振
興
に
向
け
、
引
き
続
き
働

の
振
興
に
向
け
、
引
き
続
き
働

き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

２
．
中
小
・
小
規
模
企
業
等

２
．
中
小
・
小
規
模
企
業
等

　
　

の
事
業
承
継
支
援
に
つ

　
　

の
事
業
承
継
支
援
に
つ

　
　

い
て

　
　

い
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
来
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
来
て

い
た
だ
き
、
後
継
者
不
在
の
事

い
た
だ
き
、
後
継
者
不
在
の
事

業
者
の
跡
継
ぎ
候
補
と
な
る
た

業
者
の
跡
継
ぎ
候
補
と
な
る
た

め
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

め
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
商
工
会
議
所

　

そ
の
他
に
も
、
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
事
業
承
継
推
進
会
議

連
携
し
、
事
業
承
継
推
進
会
議

を
開
催
し
、
お
互
い
の
取
組
み

を
開
催
し
、
お
互
い
の
取
組
み

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
や
意
見

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
や
意
見

交
換
を
行
い
、
事
業
承
継
の
た

交
換
を
行
い
、
事
業
承
継
の
た

め
に
連
携
し
て
い
け
る
よ
う
引

め
に
連
携
し
て
い
け
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
す
。

Ⅱ
．
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

Ⅱ
．
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

１
．
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実

１
．
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実

　
　

と
水
産
業
の
振
興
に
つ

　
　

と
水
産
業
の
振
興
に
つ

　
　

い
て

　
　

い
て

①
公
設
冷
凍
冷
蔵
庫
の
建
設
に

①
公
設
冷
凍
冷
蔵
庫
の
建
設
に

つ
い
て

つ
い
て

　

冷
凍
冷
蔵
庫
の
整
備
に
あ

　

冷
凍
冷
蔵
庫
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
建
設
後
の
維
持
管

た
っ
て
は
、
建
設
後
の
維
持
管

理
を
含
め
た
長
期
的
な
事
業
計

理
を
含
め
た
長
期
的
な
事
業
計

画
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

画
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
い
っ
た
企
業
が
経
営
を
行

ど
う
い
っ
た
企
業
が
経
営
を
行

う
べ
き
か
、
貴
会
議
所
の
お
考

う
べ
き
か
、
貴
会
議
所
の
お
考

え
を
伺
い
な
が
ら
、
一
緒
に

え
を
伺
い
な
が
ら
、
一
緒
に

な
っ
て
必
要
な
施
策
を
検
討
し

な
っ
て
必
要
な
施
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
水
産
業
会
へ
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

②
水
産
業
会
へ
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

ン
就
労
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

ン
就
労
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

の
充
実
に
つ
い
て

の
充
実
に
つ
い
て

　

浜
田
市
に
お
い
て
は
、
漁
業

　

浜
田
市
に
お
い
て
は
、
漁
業

の
担
い
手
の
確
保
に
向
け
、
若

の
担
い
手
の
確
保
に
向
け
、
若

者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
漁
業
研

者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
漁
業
研

修
生
と
し
て
雇
用
す
る
際
に
必

修
生
と
し
て
雇
用
す
る
際
に
必

要
な
経
費
を
漁
業
経
営
体
に
対

要
な
経
費
を
漁
業
経
営
体
に
対

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
転
入

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
転
入

者
か
ら
住
居
の
相
談
が
あ
っ
た

者
か
ら
住
居
の
相
談
が
あ
っ
た

場
合
な
ど
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

場
合
な
ど
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

を
紹
介
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
対

を
紹
介
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
対

応
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
基
幹

応
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
基
幹

産
業
で
あ
る
水
産
業
の
活
性
化

産
業
で
あ
る
水
産
業
の
活
性
化

の
た
め
、
漁
業
経
営
体
や
Ｊ
Ｆ

の
た
め
、
漁
業
経
営
体
や
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
と
連
携
し
、
引
き
続
き

し
ま
ね
と
連
携
し
、
引
き
続
き

担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

③
浜
田
の
水
産
ブ
ラ
ン
ド
の
見

③
浜
田
の
水
産
ブ
ラ
ン
ド
の
見

直
し
に
つ
い
て

直
し
に
つ
い
て

　

水
産
ブ
ラ
ン
ド
の
見
直
し
・

　

水
産
ブ
ラ
ン
ド
の
見
直
し
・

検
討
に
あ
た
っ
て
、
ご
提
案
の

検
討
に
あ
た
っ
て
、
ご
提
案
の

剣
先
イ
カ
・
バ
ト
ウ
・
ア
ナ
ゴ
・

剣
先
イ
カ
・
バ
ト
ウ
・
ア
ナ
ゴ
・

ア
ン
コ
ウ
に
つ
い
て
、
優
位
性

ア
ン
コ
ウ
に
つ
い
て
、
優
位
性

の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
貴
会
議
所
が

の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
貴
会
議
所
が

お
持
ち
で
あ
れ
ば
提
示
い
た
だ

お
持
ち
で
あ
れ
ば
提
示
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
大

き
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
大

田
市
で
は
、
商
工
会
議
所
が
中

田
市
で
は
、
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
っ
て
ア
ナ
ゴ
の
ブ
ラ
ン

心
と
な
っ
て
ア
ナ
ゴ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ド
化
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
貴
会
議
所
に
つ
い
て
も
、

ま
す
。
貴
会
議
所
に
つ
い
て
も
、

水
産
部
会
を
中
心
に
ブ
ラ
ン
ド

水
産
部
会
を
中
心
に
ブ
ラ
ン
ド

化
事
業
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た

化
事
業
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ブ
ラ
ン

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ブ
ラ
ン

ド
化
は
、
一
朝
一
タ
に
な
ら
ず

ド
化
は
、
一
朝
一
タ
に
な
ら
ず

企
業
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
長

企
業
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
長

期
的
に
取
り
組
む
事
業
で
あ
る

期
的
に
取
り
組
む
事
業
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
市
と
し
ま
し

と
考
え
て
お
り
、
市
と
し
ま
し

て
は
、
そ
う
し
た
取
組
に
対
し

て
は
、
そ
う
し
た
取
組
に
対
し

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
ま
い

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

２
．
下
水
道
整
備
計
画
に
係

２
．
下
水
道
整
備
計
画
に
係

　
　

る
市
内
企
業
へ
の
優
先

　
　

る
市
内
企
業
へ
の
優
先

　
　

発
注
に
つ
い
て

　
　

発
注
に
つ
い
て

①
処
理
場
建
設
工
事
に
つ
い
て

①
処
理
場
建
設
工
事
に
つ
い
て

　

建
設
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、

　

建
設
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
技
術

限
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
技
術

提
案
・
交
渉
方
式

提
案
・
交
渉
方
式((

Ｅ
Ｃ
Ｉ
方

Ｅ
Ｃ
Ｉ
方

式式))

に
よ
り
、
浜
田
市
発
注
で

に
よ
り
、
浜
田
市
発
注
で

建
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

建
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

発
注
方
式
を
決
定
し
、
地
元

　

発
注
方
式
を
決
定
し
、
地
元

業
者
の
受
注
機
会
が
増
え
る
仕

業
者
の
受
注
機
会
が
増
え
る
仕

組
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

組
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

②
市
民
・
事
業
者
へ
の
周
知
徹

②
市
民
・
事
業
者
へ
の
周
知
徹

底底
　

整
備
区
域
内
に
お
住
ま
い
の

　

整
備
区
域
内
に
お
住
ま
い
の

方
や
事
業
所
へ
は
、
工
事
の
ご

方
や
事
業
所
へ
は
、
工
事
の
ご

協
力
の
お
願
い
や
接
続
に
係
る

協
力
の
お
願
い
や
接
続
に
係
る

費
用
負
担
の
説
明
な
ど
、
丁
寧

費
用
負
担
の
説
明
な
ど
、
丁
寧

か
つ
確
実
に
行
う
必
要
が
あ
る

か
つ
確
実
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
説
明
会

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
説
明
会

の
開
催
や
下
水
道
広
報
誌
の
発

の
開
催
や
下
水
道
広
報
誌
の
発

行
に
よ
り
、
引
き
続
き
周
知
を

行
に
よ
り
、
引
き
続
き
周
知
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
プ
レ
ミ
ア
ム
付
は
ま
だ

３
．
プ
レ
ミ
ア
ム
付
は
ま
だ

　
　

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
継
続

　
　

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
継
続

　
　

発
行
に
つ
い
て

　
　

発
行
に
つ
い
て

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は
ま
だ
応

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は
ま
だ
応

援
チ
ケ
ッ
ト
」
に
つ
き
ま
し
て

援
チ
ケ
ッ
ト
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
行
っ
た
も

交
付
金
を
活
用
し
て
行
っ
た
も

の
で
す
。
各
方
面
か
ら
第

の
で
す
。
各
方
面
か
ら
第
44
弾弾

の
要
望
も
聞
い
て
お
り
ま
す
の

の
要
望
も
聞
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
チ
ケ
ッ
ト
発
行
が
有
効
と

で
、
チ
ケ
ッ
ト
発
行
が
有
効
と

判
断
さ
れ
、
国
か
ら
の
交
付
金

判
断
さ
れ
、
国
か
ら
の
交
付
金

な
ど
財
源
の
調
整
が
で
き
れ
ば

な
ど
財
源
の
調
整
が
で
き
れ
ば

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
今

す
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
今

の
と
こ
ろ
予
定
し
て
お
り
ま
せ

の
と
こ
ろ
予
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
ん
。

４
．
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の

４
．
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の

　
　

支
援
に
つ
い
て

　
　

支
援
に
つ
い
て

　

ご
指
摘
の
乗
合
バ
ス
事
業
者

　

ご
指
摘
の
乗
合
バ
ス
事
業
者

へ
の
運
行
経
費
相
当
額
の
補
填

へ
の
運
行
経
費
相
当
額
の
補
填

に
つ
き
ま
し
て
は
、
路
線
の
維

に
つ
き
ま
し
て
は
、
路
線
の
維

持
確
保
の
た
め
、
国
、
県
、
他

持
確
保
の
た
め
、
国
、
県
、
他

市
町
と
協
調
し
て
実
施
す
る
も

市
町
と
協
調
し
て
実
施
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

の
で
あ
り
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
て

　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
て

は
、
市
単
独
で
の
実
施
は
困
難

は
、
市
単
独
で
の
実
施
は
困
難

と
思
料
し
、
市
で
可
能
な
直
接

と
思
料
し
、
市
で
可
能
な
直
接

的
な
支
援
策
と
し
て
、
こ
れ
ま

的
な
支
援
策
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
、
タ
ク
シ
ー
車
両

で
に
、
タ
ク
シ
ー
車
両
11
台
当
台
当

た
り
た
り
33
万
円
の
給
付
金

万
円
の
給
付
金((

令
和
令
和

22
年
度
及
び
令
和

年
度
及
び
令
和
44
年
度
年
度))

及及

び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

支
援
金

支
援
金((

価
格
高
騰
し
た
燃
料

価
格
高
騰
し
た
燃
料

費
相
当
額
の
一
部
を
補
助
・
令

費
相
当
額
の
一
部
を
補
助
・
令

和和
44
年
度
年
度))

の
交
付
を
実
施
し

の
交
付
を
実
施
し

て
お
り
、
原
油
価
格
・
物
価
高

て
お
り
、
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
対
策
に
関
す
る
支
援
は
令
和

騰
対
策
に
関
す
る
支
援
は
令
和

55
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る

年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
敬
老
福
祉
乗
車
券

　

併
せ
て
、
敬
老
福
祉
乗
車
券

交
付
事
業
及
び
あ
い
の
り
タ
ク

交
付
事
業
及
び
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
等
運
行
支
援
事
業
に
つ
い

シ
ー
等
運
行
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
始

て
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
始

め
と
す
る
地
域
公
共
交
通
事
業

め
と
す
る
地
域
公
共
交
通
事
業

者
へ
の
間
接
的
支
援
と
し
て
取

者
へ
の
間
接
的
支
援
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、

り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、

地
域
公
共
交
通
事
業
者
の
安
定

地
域
公
共
交
通
事
業
者
の
安
定

的
な
事
業
継
続
及
び
市
民
の
生

的
な
事
業
継
続
及
び
市
民
の
生

活
交
通
の
維
持
・
確
保
に
努
め

活
交
通
の
維
持
・
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

５
．
低
温

５
．
低
温((

冷
蔵
・
冷
凍

冷
蔵
・
冷
凍))

　
　

倉
庫
を
所
有
す
る
流
通

　
　

倉
庫
を
所
有
す
る
流
通

　
　

事
業
者
向
け
電
気
料
金

　
　

事
業
者
向
け
電
気
料
金

　
　

高
騰
に
対
す
る
支
援
に

　
　

高
騰
に
対
す
る
支
援
に

　
　

つ
い
て

　
　

つ
い
て

　

浜
田
市
と
し
ま
し
て
は
、
国

　

浜
田
市
と
し
ま
し
て
は
、
国

や
県
の
支
援
の
動
向
を
見
な
が

や
県
の
支
援
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
策
を
検
討
し

ら
、
必
要
な
支
援
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

６
．
高
速
料
金
平
準
化
制
度

６
．
高
速
料
金
平
準
化
制
度

　
　

の
導
入
に
つ
い
て

　
　

の
導
入
に
つ
い
て

　

国
は
、
本
年

　

国
は
、
本
年
55
月
に
「
道
路

月
に
「
道
路

整
備
特
別
措
置
法
及
び
独
立
行

整
備
特
別
措
置
法
及
び
独
立
行

政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・

政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・

債
務
返
済
機
構
法
」
の
一
部
を

債
務
返
済
機
構
法
」
の
一
部
を

改
正
し
、
高
速
道
路
料
金
の
徴

改
正
し
、
高
速
道
路
料
金
の
徴

収
期
間
が

収
期
間
が
5050
年
延
長
さ
れ
、
有

年
延
長
さ
れ
、
有

料
期
間
は
最
長
で
令
和

料
期
間
は
最
長
で
令
和
9797
年年
99

月
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

月
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

法
改
正
は
、
老
朽
化
し
た
高
速

法
改
正
は
、
老
朽
化
し
た
高
速

道
路
の
更
新
や

道
路
の
更
新
や
44
車
線
化
等
に

車
線
化
等
に

多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ

多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
財
源
を
確
保
す

と
か
ら
、
そ
の
財
源
を
確
保
す

令
和
令
和
55
年年
88
月月
2222
日
、
浜
田

日
、
浜
田

商
工
会
議
所
は
、
当
地
域
の

商
工
会
議
所
は
、
当
地
域
の

産
業
振
興
及
び
経
済
発
展
で

産
業
振
興
及
び
経
済
発
展
で

抱
え
る
懸
案
事
項
を
各
部
会

抱
え
る
懸
案
事
項
を
各
部
会

を
中
心
に

を
中
心
に
2020
項
目
に
取
り
ま

項
目
に
取
り
ま

と
め
た
要
望
書
を
浜
田
市
長
・

と
め
た
要
望
書
を
浜
田
市
長
・

市
議
会
議
長
へ
提
出
し
ま
し

市
議
会
議
長
へ
提
出
し
ま
し

た
。
た
。こ

れ
に
対
し
、
令
和

こ
れ
に
対
し
、
令
和
66
年年
11

月月
1818
日
付
け
で
浜
田
市
か
ら

日
付
け
で
浜
田
市
か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次

回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※※
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
会

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
会

報報
99
月
号
に
概
要
を
掲
載
し
て
い

月
号
に
概
要
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。
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る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
や
む

る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
や
む

を
得
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま

を
得
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　

高
速
道
路
の
利
用
促
進
策

　

高
速
道
路
の
利
用
促
進
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
得
な

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
得
な

周
遊
プ
ラ
ン
と
地
元
誘
客
の
取

周
遊
プ
ラ
ン
と
地
元
誘
客
の
取

組
が
、
石
見
地
域
へ
の
来
訪
者

組
が
、
石
見
地
域
へ
の
来
訪
者

が
増
加
に
つ
な
が
り
、
経
済
が

が
増
加
に
つ
な
が
り
、
経
済
が

回
復
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

回
復
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
ド
ラ
イ

り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
ド
ラ
イ

ブ
パ
ス
が
さ
ら
に
充
実
し
、
利

ブ
パ
ス
が
さ
ら
に
充
実
し
、
利

便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
る

便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
る

よ
う
、
国
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

よ
う
、
国
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

本
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
の

本
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
し
ま
す
。

Ⅲ
．
観
光
振
興
に
つ
い
て

Ⅲ
．
観
光
振
興
に
つ
い
て

１
．
市
内
宿
泊
者
の
促
進
及

１
．
市
内
宿
泊
者
の
促
進
及

　
　

び
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
推

　
　

び
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
推

　
　

進
活
動
に
つ
い
て

　
　

進
活
動
に
つ
い
て

　

浜
田
市
に
お
い
て
は
、
広
島

　

浜
田
市
に
お
い
て
は
、
広
島

市
及
び
周
辺
市
町
で
行
わ
れ
る

市
及
び
周
辺
市
町
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
や
、
配
信

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
や
、
配
信

エ
リ
ア
を
限
定
し
た
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

エ
リ
ア
を
限
定
し
た
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
広
告
、
広
島
広
域
都
市

ｕ
ｂ
ｅ
広
告
、
広
島
広
域
都
市

圏
と
連
携
し
た
取
組
み
な
ど
を

圏
と
連
携
し
た
取
組
み
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の

　

ま
た
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
国
立

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
国
立

劇
場
、
京
都
祇
園
祭
な
ど
で
神

劇
場
、
京
都
祇
園
祭
な
ど
で
神

楽
公
演
を
行
い
、
石
見
神
楽
の

楽
公
演
を
行
い
、
石
見
神
楽
の

認
知
向
上
、
延
い
て
は
石
見
神

認
知
向
上
、
延
い
て
は
石
見
神

楽
の
本
場
浜
田
市
へ
の
来
訪
に

楽
の
本
場
浜
田
市
へ
の
来
訪
に

つ
な
が
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

つ
な
が
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
し
て

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
し
て

は
、
大
阪
万
博
で
多
く
の
外
国

は
、
大
阪
万
博
で
多
く
の
外
国

人
観
光
客
が
訪
日
す
る
こ
と
が

人
観
光
客
が
訪
日
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

向
け
て
、
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の

向
け
て
、
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の

造
成
や
、
高
付
加
価
化
に
取
り

造
成
や
、
高
付
加
価
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

組
ん
で
い
ま
す
。

　

浜
田
市
に
お
泊
り
い
た
だ
く

　

浜
田
市
に
お
泊
り
い
た
だ
く

に
あ
た
っ
て
は
、
浜
田
市
内
で

に
あ
た
っ
て
は
、
浜
田
市
内
で

合
宿
や
研
修
等
を
行
う
延
べ
宿

合
宿
や
研
修
等
を
行
う
延
べ
宿

泊
者
数
が

泊
者
数
が
1010
人
以
上
の
団
体
に

人
以
上
の
団
体
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
個
人
の
宿
泊
に
つ
い
て

ま
す
。
個
人
の
宿
泊
に
つ
い
て

は
、
温
泉
、
神
楽
、
食
の
魅
力

は
、
温
泉
、
神
楽
、
食
の
魅
力

な
ど
、
地
域
の
特
色
あ
る
資
源

な
ど
、
地
域
の
特
色
あ
る
資
源

を
活
か
し
、
引
き
続
き
官
民
一

を
活
か
し
、
引
き
続
き
官
民
一

体
と
な
っ
た
滞
在
型
観
光
の
推

体
と
な
っ
た
滞
在
型
観
光
の
推

進
と
受
入
体
制
の
確
保
に
努
め

進
と
受
入
体
制
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
浜
田
ら
し
い
サ
イ
ン
の

２
．
浜
田
ら
し
い
サ
イ
ン
の

　
　

統
一
に
つ
い
て

　
　

統
一
に
つ
い
て

　

案
内
標
識
や
案
内
看
板
に
統

　

案
内
標
識
や
案
内
看
板
に
統

一
感
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
重

一
感
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
重

要
な
観
点
で
あ
り
、
ピ
ク
ト
グ

要
な
観
点
で
あ
り
、
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
際

ラ
ム
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
際

的
に
通
用
す
る
情
報
伝
達
手
段

的
に
通
用
す
る
情
報
伝
達
手
段

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て

も
有
効
な
も
の
と
考
え
て
い
ま

も
有
効
な
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
看
板

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
看
板

に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
置
者
や

に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
置
者
や

設
置
さ
れ
た
時
期
が
異
な
る
た

設
置
さ
れ
た
時
期
が
異
な
る
た

め
、
統
一
感
が
な
い
印
象
を
受

め
、
統
一
感
が
な
い
印
象
を
受

け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
一
度
に
更
新
す
る
た
め

れ
ら
を
一
度
に
更
新
す
る
た
め

に
は
多
大
な
費
用
が
必
要
と
な

に
は
多
大
な
費
用
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

浜
田
市
に
お
い
て
も
日
本
遺

　

浜
田
市
に
お
い
て
も
日
本
遺

産
「
北
前
船
寄
港
地
外
ノ
浦
」

産
「
北
前
船
寄
港
地
外
ノ
浦
」

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
新

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
新

た
な
観
光
案
内
サ
イ
ン
を
設
置

た
な
観
光
案
内
サ
イ
ン
を
設
置

す
る
場
合
や
既
存
の
サ
イ
ン
を

す
る
場
合
や
既
存
の
サ
イ
ン
を

更
新
す
る
際
に
は
、
国
土
交
通

更
新
す
る
際
に
は
、
国
土
交
通

省
や
島
根
県
が
定
め
る
「
道
路

省
や
島
根
県
が
定
め
る
「
道
路

標
識
設
置
基
準
」
や
「
し
ま
ね

標
識
設
置
基
準
」
や
「
し
ま
ね

観
光
案
内
サ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ

観
光
案
内
サ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
踏
ま
え
、
統
一
性
や
外

ン
」
を
踏
ま
え
、
統
一
性
や
外

国
人
観
光
客
へ
の
わ
か
り
や
す

国
人
観
光
客
へ
の
わ
か
り
や
す

さ
を
考
慮
し
て
実
施
し
て
ま
い

さ
を
考
慮
し
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

３
．
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
入
込

３
．
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
入
込

　
　

数
カ
ウ
ン
ト
機
の
整
備

　
　

数
カ
ウ
ン
ト
機
の
整
備

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

　

浜
田
市
を
代
表
す
る
景
勝
地

　

浜
田
市
を
代
表
す
る
景
勝
地

に
お
い
て
、
屋
外
の
無
料
で
利

に
お
い
て
、
屋
外
の
無
料
で
利

用
で
き
る
施
設
は
正
確
な
人
数

用
で
き
る
施
設
は
正
確
な
人
数

の
把
握
が
難
し
く
、
概
算
値
を

の
把
握
が
難
し
く
、
概
算
値
を

用
い
て
算
出
し
て
お
り
、
県
内

用
い
て
算
出
し
て
お
り
、
県
内

他
市
町
に
お
い
て
も
同
様
の
手

他
市
町
に
お
い
て
も
同
様
の
手

法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

浜
田
城
跡
や
石
見
畳
ヶ
浦
に

　

浜
田
城
跡
や
石
見
畳
ヶ
浦
に

お
い
て
は
屋
外
で
あ
る
こ
と

お
い
て
は
屋
外
で
あ
る
こ
と

や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
な

や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
機
器
の
導

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
機
器
の
導

入
及
び
維
持
管
理
に
多
大
な
費

入
及
び
維
持
管
理
に
多
大
な
費

用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
近
年
は

用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
近
年
は

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
用
い
た
来
訪
者

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
用
い
た
来
訪
者

数
の
把
握
が
イ
ベ
ン
ト
等
で
行

数
の
把
握
が
イ
ベ
ン
ト
等
で
行

わ
れ
て
お
り
、
今
後
利
用
場
面

わ
れ
て
お
り
、
今
後
利
用
場
面

の
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

の
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
の
技
術
革
新
動
向
に
注

　

今
後
の
技
術
革
新
動
向
に
注

視
し
つ
つ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

視
し
つ
つ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

正
確
な
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て
研

正
確
な
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
浜
田
道
高
速
バ
ス
（
い
さ

４
．
浜
田
道
高
速
バ
ス
（
い
さ

　
　

り
び
号
）
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
　

り
び
号
）
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
　

便
復
活
に
つ
い
て

　
　

便
復
活
に
つ
い
て

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
広
島
方

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
広
島
方

面
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
む
た

面
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
む
た

め
に
は
、
乗
車
時
間
の
短
縮
な

め
に
は
、
乗
車
時
間
の
短
縮
な

ど
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
は
必

ど
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
は
必

要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま

要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
比
較
す
る
と
、

　

コ
ロ
ナ
禍
と
比
較
す
る
と
、

利
用
者
は

利
用
者
は
88
割
程
度
回
復
し
て

割
程
度
回
復
し
て

い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

利
用
者
減
少
、
乗
務
員
不
足
の

利
用
者
減
少
、
乗
務
員
不
足
の

中
、
便
数
増
加
は
困
難
と
の
こ

中
、
便
数
増
加
は
困
難
と
の
こ

と
で
あ
り
、
仮
に
現
行
便
を
ノ

と
で
あ
り
、
仮
に
現
行
便
を
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
便
に
変
更
し
た
場

ン
ス
ト
ッ
プ
便
に
変
更
し
た
場

合
は
、
利
用
者
は
金
城
か
ら
久

合
は
、
利
用
者
は
金
城
か
ら
久

地
ま
で
の
間
の
バ
ス
停
で
乗
降

地
ま
で
の
間
の
バ
ス
停
で
乗
降

が
で
き
な
く
な
り
、
利
便
性
の

が
で
き
な
く
な
り
、
利
便
性
の

低
下
や
更
な
る
利
用
者
数
の
減

低
下
や
更
な
る
利
用
者
数
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

少
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
、
よ
り
有
効
的
な
運
行
方
法

た
、
よ
り
有
効
的
な
運
行
方
法

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
運
行
事

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
運
行
事

業
者
と
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り

業
者
と
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。

５
．
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
普
通

５
．
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
普
通

　
　

列
車
最
終
発
車
時
刻
の

　
　

列
車
最
終
発
車
時
刻
の

　
　

繰
り
上
げ
等
に
つ
い
て

　
　

繰
り
上
げ
等
に
つ
い
て

　

今
後
、
更
な
る
減
便
等
に
っ

　

今
後
、
更
な
る
減
便
等
に
っ

な
が
ら
な
い
よ
う
、
島
根
県
や

な
が
ら
な
い
よ
う
、
島
根
県
や

県
内
沿
線
自
治
体
、
当
市
や
貴

県
内
沿
線
自
治
体
、
当
市
や
貴

会
議
所
も
加
盟
す
る
島
根
県
鉄

会
議
所
も
加
盟
す
る
島
根
県
鉄

道
整
備
連
絡
調
整
協
議
会
を
通

道
整
備
連
絡
調
整
協
議
会
を
通

じ
て
、
と
も
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

じ
て
、
と
も
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た

働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
全
国
市
長
会
、
中

　

併
せ
て
、
全
国
市
長
会
、
中

国
市
長
会
、
島
根
県
市
長
会
を

国
市
長
会
、
島
根
県
市
長
会
を

通
じ
て
、
引
き
続
き
、
国
・
県

通
じ
て
、
引
き
続
き
、
国
・
県

に
対
す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て

に
対
す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

６
．
石
見
神
楽
伝
承
館
の
建

６
．
石
見
神
楽
伝
承
館
の
建

　
　

設
に
つ
い
て

　
　

設
に
つ
い
て

　

本
市
が
石
見
神
楽
の
本
場
で

　

本
市
が
石
見
神
楽
の
本
場
で

あ
る
こ
と
を
国
内
外
に
発
信

あ
る
こ
と
を
国
内
外
に
発
信

し
、
神
楽
フ
ァ
ン
に
来
て
い
た

し
、
神
楽
フ
ァ
ン
に
来
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
「

だ
く
た
め
に
は
、
「((

仮
称
仮
称))

石
見
神
楽
伝
承
館

石
見
神
楽
伝
承
館JJ

が
必
要
で

が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

伝
承
館
で
は
、
神
楽
の
歴
史

　

伝
承
館
で
は
、
神
楽
の
歴
史

や
神
楽
衣
裳
、
神
楽
面
、
蛇
胴

や
神
楽
衣
裳
、
神
楽
面
、
蛇
胴

な
ど
を
展
示
し
、
現
夜
神
楽
上

な
ど
を
展
示
し
、
現
夜
神
楽
上

演
を
行
っ
て
い
る
三
宮
神
社

演
を
行
っ
て
い
る
三
宮
神
社

は
、
座
席
数
に
限
り
も
あ
る
た

は
、
座
席
数
に
限
り
も
あ
る
た

め
、
神
楽
上
演
が
出
来
る
施
設

め
、
神
楽
上
演
が
出
来
る
施
設

の
併
設
も
必
要
と
考
え
て
い
ま

の
併
設
も
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
構
想
に
つ
い

　

そ
の
具
体
的
な
構
想
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

て
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

神
楽
団
体
の
皆
さ
ん
の
意
見
も

神
楽
団
体
の
皆
さ
ん
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
と

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
ろ
で
す
。

Ⅳ
．
都
市
基
盤
の
整
備
等
に

Ⅳ
．
都
市
基
盤
の
整
備
等
に

　
　

つ
い
て

　
　

つ
い
て

１
．
浜
田
駅
前
周
辺
の
新
た

１
．
浜
田
駅
前
周
辺
の
新
た

　
　

な
賑
わ
い
拠
点
づ
く
り

　
　

な
賑
わ
い
拠
点
づ
く
り

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

　

三
桜
酒
造
跡
地
に
お
き
ま
し

　

三
桜
酒
造
跡
地
に
お
き
ま
し

て
は
、
三
桜
酒
造
跡
地
公
共
活

て
は
、
三
桜
酒
造
跡
地
公
共
活

用
検
討
委
員
会
に
お
い
て
活
用

用
検
討
委
員
会
に
お
い
て
活
用

検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
市
民
利
用
、
観
光
客
利
用

す
。
市
民
利
用
、
観
光
客
利
用

の
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
お

の
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
お

り
、
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果

り
、
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
も
賑
わ

を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
も
賑
わ

い
創
出
に
向
け
た
場
と
な
る
よ

い
創
出
に
向
け
た
場
と
な
る
よ

う
活
用
方
針
を
検
討
し
て
ま
い

う
活
用
方
針
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
岩
多
屋
跡
地

り
ま
す
。
ま
た
、
岩
多
屋
跡
地

に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
前
商
工

に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
前
商
工

会
議
所
か
ら
活
用
要
望
を
い
た

会
議
所
か
ら
活
用
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
は

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
は

市
と
し
て
公
共
施
設
に
活
用
す

市
と
し
て
公
共
施
設
に
活
用
す

る
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
浜

る
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
浜

田
駅
前
銀
天
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

田
駅
前
銀
天
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
5353
年年

に
浜
田
駅
前
銀
天
街
協
同
組
合

に
浜
田
駅
前
銀
天
街
協
同
組
合

が
設
置
し
た
も
の
と
伺
っ
て
お

が
設
置
し
た
も
の
と
伺
っ
て
お

り
、
老
朽
化
に
よ
る
更
新
が
必

り
、
老
朽
化
に
よ
る
更
新
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
心
市

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
の
課
題
と
し
て

街
地
の
活
性
化
の
課
題
と
し
て

捉
え
て
い
ま
す
の
で
、
商
工
会

捉
え
て
い
ま
す
の
で
、
商
工
会

議
所
や
民
間
事
業
者
と
と
も
に

議
所
や
民
間
事
業
者
と
と
も
に

ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
し
て
い

ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【【
44
Ｐ
へ
続
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】
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続
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】
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に
つ
い
て
全
委
員
か
ら
の
意
見

も
い
た
だ
き
引
き
続
き
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
承
認
を
得
て
会
議
の

終
了
と
し
ま
し
た
。

　

当
所
は
地
域
総
合
経
済
団
体

と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
改

め
て
見
直
す
と
と
も
に
、
次
代

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進

し
、
会
議
所
の
役
割
が
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
に
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

中

期

ビ

ジ

ョ

ン

策

定

委

員

会

　　

令
和
令
和
66
年年
11
月月
3030
日
、
当
所

日
、
当
所

会
議
室
に
お
い
て
第

会
議
室
に
お
い
て
第
22
回
小
規

回
小
規

模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
議
が

模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
議
が

開
催
さ
れ
、
振
興
委
員
の
方
々

開
催
さ
れ
、
振
興
委
員
の
方
々

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
。

　　

会
議
で
は
、
今
年
度
の
実
施

事
業
の
報
告
や
各
種
案
内
を
し
、

情
報
の
交
換
や
共
有
を
図
り
ま

し
た
。

　

振
興
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

当
所
と
管
内
の
小
規
模
事
業
者

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
情
報
提
供
・

周
知
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
。
経
営
上
の
諸
課
題
な
ど
、

お
気
軽
に
お
近
く
の
振
興
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小

規

模

企

業

振

興

委

員

連

絡

会

議

　

令
和
6
年
2
月
6
日
、
当
所
当
所

会
議
室
に
お
い
て
中
期
ビ
ジ
ョ

会
議
室
に
お
い
て
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

ン
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

部
会
等
を
代
表
し
て
選
ば
れ
た

部
会
等
を
代
表
し
て
選
ば
れ
た

委
員
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

委
員
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
冒
頭
、
田
村

　

開
会
に
あ
た
り
冒
頭
、
田
村

専
務
理
事
よ
り
策
定
の
流
れ

専
務
理
事
よ
り
策
定
の
流
れ

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、
櫨
山
会
頭
よ
り
委
員
会
に

後
、
櫨
山
会
頭
よ
り
委
員
会
に

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
つ
い
て

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
つ
い
て

諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
策
定
委
員
会
で
中

と
に
つ
い
て
策
定
委
員
会
で
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
検
討
等
を

期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
検
討
等
を

行
い
、
随
時
会
頭
へ
報
告
を
行

行
い
、
随
時
会
頭
へ
報
告
を
行

い
な
が
ら
策
定
し
て
い
く
こ
と

い
な
が
ら
策
定
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
議
初
め
に
正
副
委
員
長
の

　

会
議
初
め
に
正
副
委
員
長
の

選
任
が
あ
り
、
井
上
公
明
氏
（
総

選
任
が
あ
り
、
井
上
公
明
氏
（
総

務
委
員
会
代
表
）
が
委
員
長
、

務
委
員
会
代
表
）
が
委
員
長
、

宮
田
智
裕
氏
（
工
業
部
会
代
表
）

宮
田
智
裕
氏
（
工
業
部
会
代
表
）

が
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

が
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
お
よ
び
田

村
専
務
理
事
よ
り
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
目
的
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

骨
子
（
案
）
の
取
り
組
み
体
系

等
を
説
明
し
、
今
後
の
進
め
方

浜

田

商

業

高

校

起

業

支

援

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

発

表

会

　　

令
和
令
和
66
年年
22
月月
1313
日
（
火
）
、

日
（
火
）
、

浜
田
商
業
高
校
で
起
業
支
援
プ

浜
田
商
業
高
校
で
起
業
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
が
開
催
さ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
22
年
生
年
生

商
業
科
選
択
科
目
「
観
光
ビ
ジ

商
業
科
選
択
科
目
「
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
」
の
授
業
で
昨
年

ネ
ス
」
の
授
業
で
昨
年
1111
月
か
月
か

ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
観
光
促

ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
観
光
促

進
や
地
域
課
題
の
解
決
を
す
る

進
や
地
域
課
題
の
解
決
を
す
る

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を

考
案
す
る
も
の
で
、
生
徒

考
案
す
る
も
の
で
、
生
徒
2828
名名

を
代
表
し
た

を
代
表
し
た88

名
が
自
ら
考
え

名
が
自
ら
考
え

た
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
表
し
ま

た
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
表
し
ま

し
た
。

し
た
。

  

講
師
に
は
同
校
卒
業
生
の
井

講
師
に
は
同
校
卒
業
生
の
井

野
口
房
雄
氏
（
㈱
イ
ン
キ
ュ

野
口
房
雄
氏
（
㈱
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
リ
ボ
ー
ン
代
表

ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
リ
ボ
ー
ン
代
表

取
締
役
）
に
当
初
か
ら
携
わ
っ

取
締
役
）
に
当
初
か
ら
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
自
身
の
豊
富
な
経

て
い
た
だ
き
自
身
の
豊
富
な
経

営
経
験
を
も
と
に
熱
の
こ
も
っ

営
経
験
を
も
と
に
熱
の
こ
も
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

発
表
会
に
参
加
さ
れ
た
市
内
事

発
表
会
に
参
加
さ
れ
た
市
内
事

業
者
や
地
域
住
民
の
方
か
ら
は

業
者
や
地
域
住
民
の
方
か
ら
は

「
高
校
生
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
た

「
高
校
生
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
た

経
験
は
今
後
に
活
き
る
は
ず
」

経
験
は
今
後
に
活
き
る
は
ず
」

「
将
来
的
に
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
の
確

「
将
来
的
に
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
の
確

保
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

保
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

本
事
業
は
地
元
学
生
を
対
象

　

本
事
業
は
地
元
学
生
を
対
象

に
起
業
家
育
成
を
行
う
全
国
的

に
起
業
家
育
成
を
行
う
全
国
的

に
も
珍
し
い
取
り
組
み
を
浜
田

に
も
珍
し
い
取
り
組
み
を
浜
田

市
と
連
携
し
今
年
度
初
め
て
試

市
と
連
携
し
今
年
度
初
め
て
試

み
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関

み
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
、
起
業
文
化
醸
成
に

と
連
携
し
、
起
業
文
化
醸
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
い
ま
す
。

２
．
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機

２
．
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機

　
　

能
充
実
に
つ
い
て

　
　

能
充
実
に
つ
い
て

　

船
舶
大
型
化
に
対
応
し
た
岸

　

船
舶
大
型
化
に
対
応
し
た
岸

壁
等
港
湾
機
能
の
強
化
に
つ
い

壁
等
港
湾
機
能
の
強
化
に
つ
い

て
、
国
及
び
島
根
県
に
対
し
て

て
、
国
及
び
島
根
県
に
対
し
て

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
北
防
波
堤
に
つ
い

　

ま
た
、
新
北
防
波
堤
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
国
へ
早
期
完

て
も
、
引
き
続
き
国
へ
早
期
完

成
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

成
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
石
央
物
流
団
地
の
機
能

３
．
石
央
物
流
団
地
の
機
能

　
　

充
実
と
新
規
造
成
に
つ

　
　

充
実
と
新
規
造
成
に
つ

　
　

い
て

　
　

い
て

　　

R4R4
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
は
、
浜
田
自
動
車
道
及
び
山

ら
は
、
浜
田
自
動
車
道
及
び
山

陰
自
動
車
道
と
い
う
交
通
ア
ク

陰
自
動
車
道
と
い
う
交
通
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
は
評
価
さ
れ
て
い

セ
ス
の
良
さ
は
評
価
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
島
根
県
及
び
近
隣

る
も
の
の
、
島
根
県
及
び
近
隣

県
に
お
け
る
物
流
業
、
卸
売
業

県
に
お
け
る
物
流
業
、
卸
売
業

の
産
業
用
地
の
ニ
ー
ズ
が
低
い

の
産
業
用
地
の
ニ
ー
ズ
が
低
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
市
と
し
て
は
、
新
た

と
か
ら
も
市
と
し
て
は
、
新
た

な
敷
地
造
成
に
よ
る
団
地
規
模

な
敷
地
造
成
に
よ
る
団
地
規
模

の
拡
大
に
つ
い
て
は
難
し
い
も

の
拡
大
に
つ
い
て
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

４
．
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推

４
．
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推

　
　

進
に
つ
い
て

　
　

進
に
つ
い
て

　

毎
年
、
国
県
重
点
要
望
を
実

　

毎
年
、
国
県
重
点
要
望
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
浜
田
市
と

施
す
る
と
と
も
に
、
浜
田
市
と

益
田
市
で
組
織
し
た
「
矢
原
川

益
田
市
で
組
織
し
た
「
矢
原
川

ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」

ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」

に
お
い
て
、
国
及
び
島
根
県
に

に
お
い
て
、
国
及
び
島
根
県
に

対
し
て
事
業
促
進
の
要
望
を
実

対
し
て
事
業
促
進
の
要
望
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和

　

令
和
33
年
度
か
ら
付
替
え
道

年
度
か
ら
付
替
え
道

路
工
事
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、

路
工
事
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て

引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て

国
及
び
島
根
県
に
要
望
し
て
ま

国
及
び
島
根
県
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

Ⅴ
．
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛

Ⅴ
．
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛

　
　

隊
艦
艇
の
物
資
補
給
基

　
　

隊
艦
艇
の
物
資
補
給
基

　
　

地
誘
致
に
向
け
た
支
援

　
　

地
誘
致
に
向
け
た
支
援

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

　

島
根
県
市
長
会
を
通
じ
た
要

　

島
根
県
市
長
会
を
通
じ
た
要

望
や
、
浜
田
市
の
国
県
重
点
要

望
や
、
浜
田
市
の
国
県
重
点
要

望
活
動
に
項
目
と
し
て
明
記

望
活
動
に
項
目
と
し
て
明
記

し
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け
を

し
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け
を

行
う
ほ
か
、
市
議
会
、
商
工
会

行
う
ほ
か
、
市
議
会
、
商
工
会

議
所
、
商
工
会
と
連
携
し
て
、

議
所
、
商
工
会
と
連
携
し
て
、

中
央
で
の
要
望
活
動
を
実
施
し

中
央
で
の
要
望
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

Ⅵ
．
浜
田
海
上
保
安
部
の
機

Ⅵ
．
浜
田
海
上
保
安
部
の
機

　
　

能
強
化
に
つ
い
て

　
　

能
強
化
に
つ
い
て 

 
 
 

　　

  

島
根
県
市
長
会
を
通
じ
た

島
根
県
市
長
会
を
通
じ
た

要
望
や
、
浜
田
市
の
国
県
重
点

要
望
や
、
浜
田
市
の
国
県
重
点

要
望
活
動
に
項
目
と
し
て
明
記

要
望
活
動
に
項
目
と
し
て
明
記

し
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け
を

し
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和

ま
た
、
令
和
55
年年
44
月月
2626
日
に
、

日
に
、

知
事
、
市
長
と
と
も
に
海
上
保

知
事
、
市
長
と
と
も
に
海
上
保

安
庁
を
訪
問
し
、
海
上
保
安
庁

安
庁
を
訪
問
し
、
海
上
保
安
庁

長
官
に
対
し
、
浜
田
港
の
更
な

長
官
に
対
し
、
浜
田
港
の
更
な

る
利
活
用
促
進
の
た
め
、
巡
視

る
利
活
用
促
進
の
た
め
、
巡
視

船
等
の
増

船
等
の
増

強
な
ど
、
浜
田
海
上
保
安
部
の

強
な
ど
、
浜
田
海
上
保
安
部
の

機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
た

機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
を
要
望
し
ま
し
た

だ
く
よ
う
を
要
望
し
ま
し
た

以
上
、

以
上
、

市
長
・
議
長
要
望
（
回
答
）
終

市
長
・
議
長
要
望
（
回
答
）
終



(5) 令和6年3月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第419号

ＹＥＧメンバーを前に講演される久保田市長ＹＥＧメンバーを前に講演される久保田市長

［  浜田商工会議所 青年部だより － ３月号 － ］

　令和 6 年 2 月 14 日（水）、浜田商工会館 3 階会議室ＡＢ

にて、「市長と語る会」を開催いたしました。

 当日は、久保田市長をお招きし、初対面のメンバーの皆

様との名刺交換から始まり、市長自ら緊張していたメン

バーへ、温かいお言葉を掛けていただくところからスター

トしました。

 １部としまして、市長に「浜田市の現状と課題、これか

らの浜田市について」という演題のもと、現在の浜田市の

人口減少、出生率の低下、若者の定住に対する課題、ま

た市長になられて約 10 年の間に取り組んでこられたこと、

また現在も取り組んでいる事業について、大変分かりやす

くご講話いただきました。

 ２部の懇親会では市長を囲み、講演会ではお聴きできな

かったことを、食事を取りながら改めて意見交換しました。

 青年経済人として浜田市に求めるお話しもしつつ、談笑

も交えながら、大変有意義な時間を過ごすことができまし

た。

 最後になりますが、市長には公務ご多用の中、我々浜田

商工会議所青年部のために貴重なお時間を作っていただ

き、本当にありがとうございました。

市長と語る会について
会　長　　　尾村　充

久保田市長と懇親を深めるＹＥＧメンバー久保田市長と懇親を深めるＹＥＧメンバー



(6)浜田商工会議所だより第419号 令和6年3月15日（発行定日15日）

　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」

そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。

当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。

当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。

会 議 所 出 張 経 営 相 談 会 の お 知 ら せ

出張経営相談会スケジュール

日程日程 場所場所 時間時間

３月１８日（月）３月１８日（月） 浜田まちづくりセンター浜田まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

●店舗、事務所などへの補償には・・・ ●住宅、家財への補償には・・・

①火災 ②落雷 ③破裂、爆発 ④風、雹、雪災(建物、家財 ニーズに合った補償をお選びいただけます。
等に20万円以上の損害が生じたとき) ⑤水災 ⑥物体の落下、 ※専用住宅、併用住宅が補償対象。
飛来、衝突 ⑦水ぬれ ⑧騒じょう ⑨盗難

 上記の基本補償に特約をプラスして より充実した補償に！ 〔一例〕

ご自分の家やお店が火事になってお隣やご近所が類焼して

しまった場合に、類焼先に見舞金をお支払いします。
※見舞金の額は一つの建物（建物内収容動産含む）

　 ごとに３００万円を限度にお支払いします。

　　おお問問合合せせ、、パパンンフフレレッットトののごご請請求求はは……　　浜浜田田商商工工会会議議所所((代代理理所所))　　℡℡..00885555--2222--33002255

　　島島根根県県火火災災共共済済協協同同組組合合　　    00112200--7755--00224499

一律年間掛金 

～幅広い補償で、もしもの時の安心をご提供する～

火火災災共共済済  ごご加加入入ののごご案案内内

（補償範囲①～④）

（補償範囲①～⑨）

Ａタイプ～Ｄタイプの４つの契約プランから

１，５００円

●長期年払割引（口座振替限定で割引）を新設しました

●築浅割引（築２０年未満の建物で最大60%割引）も新設し、割引制度が充実！

普普通通火火災災共共済済

＋＋

特約掛金

●●専専用用住住宅宅のの掛掛金金例例：：所所在在地地//島島根根県県

建建物物（（木木造造））１,０００万万円円 ⇒⇒ 1２,８００ 円円 ／／年年間間

新新総総合合火火災災共共済済

総総合合火火災災共共済済

類類焼焼見見舞舞金金補補償償特特約約
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浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫

概　　　況概　　　況
１．雇用状況１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
令和５年10月が1.45倍、11月が1.52倍、12月が1.60倍で推令和５年10月が1.45倍、11月が1.52倍、12月が1.60倍で推
移し、３ヶ月間（10月～ 12月）の対前年同期比較でみると、移し、３ヶ月間（10月～ 12月）の対前年同期比較でみると、
前年の2.15倍に対し、今年は1.52倍と低下している。前年の2.15倍に対し、今年は1.52倍と低下している。

２．２．漁業水揚高状況漁業水揚高状況
　令和５年10月～ 12月の漁業水揚高は、数量が1,856ｔ、　令和５年10月～ 12月の漁業水揚高は、数量が1,856ｔ、
金額は946百万円となっており、前年同期と比較し、数量金額は946百万円となっており、前年同期と比較し、数量
は32.2％の減少、金額は10.0％の減少となっている。は32.2％の減少、金額は10.0％の減少となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が1.0％　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が1.0％
の減少、巾着は25.5％の減少、イカ釣は133.3％の増加等との減少、巾着は25.5％の減少、イカ釣は133.3％の増加等と
なっている。なっている。

３．３．島根県信用保証協会保証承諾状況島根県信用保証協会保証承諾状況
　島根県信用保証協会浜田支店における令和５年10月～　島根県信用保証協会浜田支店における令和５年10月～
12月の保証承諾は、161件の1,664百万円となっており、前12月の保証承諾は、161件の1,664百万円となっており、前
年同期と比較し件数は73件の増加、金額は751百万円の増年同期と比較し件数は73件の増加、金額は751百万円の増
加となっている。加となっている。

４．４．瓦の生産・出荷状況瓦の生産・出荷状況
　　石州瓦工業組合の調査によると、令和５年10月～ 12月石州瓦工業組合の調査によると、令和５年10月～ 12月
の瓦の生産枚数は、3,451千枚で前年同期比15.2％の減少、の瓦の生産枚数は、3,451千枚で前年同期比15.2％の減少、
出荷枚数は3,325千枚で同14.5%の減少となっている。出荷枚数は3,325千枚で同14.5%の減少となっている。

５．５．公共工事請負契約状況公共工事請負契約状況
　　浜田地区における令和５年10月～ 12月の公共工事請負浜田地区における令和５年10月～ 12月の公共工事請負
金額は、3,349百万円となっており、前年同期と比較し3.4％金額は、3,349百万円となっており、前年同期と比較し3.4％
の増加、益田地区は1,616百万円で同0.2％の増加となっての増加、益田地区は1,616百万円で同0.2％の増加となって
いる。いる。

令和５年12月の月間有効求人倍率、（　）内は令和４年12月令和５年12月の月間有効求人倍率、（　）内は令和４年12月

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県全　県 松江管内松江管内 出雲管内出雲管内 大田管内大田管内 益田管内益田管内 浜田管内浜田管内

1.651.65 1.681.68 1.521.52 1.451.45 2.142.14 1.601.60

（1.88）（1.88） （1.88）（1.88） （1.75）（1.75） （1.75）（1.75） （1.97）（1.97） （2.17）（2.17）

⑴　水揚高（ｔ）⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）⑵　水揚金額（百万円）

単位：百万円単位：百万円

（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）

（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）

令和３年令和３年
10月～10月～
12月12月

令和４年令和４年
10月10月～～
12月12月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和５年令和５年
10月10月～～
12月12月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 775775 871871 12.412.4 696696 ▲20.1▲20.1

機船巾着網機船巾着網 1,4081,408 1,6881,688 19.919.9 1,0491,049 ▲37.9▲37.9

い か 釣い か 釣 77 88 14.314.3 1414 75.075.0

定 置 網定 置 網 137137 119119 ▲13.1▲13.1 2424 ▲79.8▲79.8

一 本 釣一 本 釣 2020 1111 ▲45.0▲45.0 1616 45.545.5

そ の 他そ の 他 1111 1212 9.19.1 2121 75.075.0

陸 送陸 送 5252 2929 ▲44.2▲44.2 3535 20.720.7

合 計合 計 2,4102,410 2,7372,737 13.613.6 1,8561,856 ▲32.2▲32.2

令和３年令和３年
10月～10月～
12月12月

令和４年令和４年
10月10月～～
12月12月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和５年令和５年
10月10月～～
12月12月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 454454 505505 11.211.2 500500 ▲1.0▲1.0

機船巾着網機船巾着網 264264 396396 50.050.0 295295 ▲25.5▲25.5

い か 釣い か 釣 1313 99 ▲30.8▲30.8 2121 133.3133.3

定 置 網定 置 網 1919 2424 26.326.3 88 ▲66.7▲66.7

一 本 釣一 本 釣 2020 2020 0.00.0 2323 15.015.0

そ の 他そ の 他 77 88 14.314.3 1313 62.562.5

陸 送陸 送 7777 8989 15.615.6 8686 ▲3.4▲3.4

合 計合 計 855855 1,0511,051 22.922.9 946946 ▲10.0▲10.0

単位：件、百万円単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

令和４年10月～令和４年10月～４年４年12月12月 令和５年10月～令和５年10月～５年５年12月12月 増　　　減増　　　減
件数件数 金額金額 件数件数 金額金額 件数件数 金額金額

支店別支店別
浜田支店浜田支店 8888 913913 161161 1,6641,664 7373 751751
益田支店益田支店 6262 623623 110110 1,0481,048 4848 425425
地区別地区別
浜 田 市浜 田 市 5353 600600 9191 976976 3838 376376
江 津 市江 津 市 2121 105105 4040 341341 1919 236236
益 田 市益 田 市 5151 537537 　88　88 951951 3737 414414
島根県計島根県計 508508 4,9744,974 814814 9,1549,154 306306 4,1804,180

令和４年令和４年
10月～ 12月10月～ 12月

令和５年令和５年
10月～ 12月10月～ 12月

対前年対前年
同期増減比（％）同期増減比（％）

浜 田 地 区浜 田 地 区 3,2403,240 3,3493,349 3.43.4
益 田 地 区益 田 地 区 1,6131,613 1,6161,616 0.20.2
津和野地区津和野地区 936936 567567 ▲39.4▲39.4
川 本 地 区川 本 地 区 1,5681,568 3,2163,216 105.1105.1
島根県合計島根県合計 23,28223,282 31,42431,424 35.035.0
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第 2 2 回 ビ ジ ネ ス フ ェ ア 中 四 国 2 0 2 4

～ 中 四 国 最 大 級 の イ ベ ン ト に 1 5 6 企 業 ・ 団 体 が 集 う ～

　　令和 6 年 2 月 1 日（木）～ 2 日（金）の 2 日間にわたり、令和 6 年 2 月 1 日（木）～ 2 日（金）の 2 日間にわたり、

広島県立広島産業会館を会場として第 22 回ビジネス広島県立広島産業会館を会場として第 22 回ビジネス

フェア中四国 2024 を開催しました。フェア中四国 2024 を開催しました。

　このフェアは、広島、浜田の 2 市と商工会議所が協　このフェアは、広島、浜田の 2 市と商工会議所が協

力して、これらの地域の製造業者や卸・小売業者等を力して、これらの地域の製造業者や卸・小売業者等を

対象とした見本市・商談会を開催し、参加企業・団体対象とした見本市・商談会を開催し、参加企業・団体

の販路拡大を支援するとともに、地域間の経済交流のの販路拡大を支援するとともに、地域間の経済交流の

促進を図るために実施する総合展示会です。促進を図るために実施する総合展示会です。

　この度のビジネスフェアには、当所会員から、㈱魚　この度のビジネスフェアには、当所会員から、㈱魚

勝商店、柏村印刷㈱、奇天烈企画、山陰クボタ水道用勝商店、柏村印刷㈱、奇天烈企画、山陰クボタ水道用

材㈱の 4 社が出展されました。材㈱の 4 社が出展されました。

【速報値】【速報値】

・バイヤー来場者数（２日間 TOTAL）１，０２１名・バイヤー来場者数（２日間 TOTAL）１，０２１名

・商談件数　５，６１６件・商談件数　５，６１６件

・一般来場者数（２月２日のみ）　２３７名・一般来場者数（２月２日のみ）　２３７名

　全国から集まるバイヤーとのビジネスマッチングの　全国から集まるバイヤーとのビジネスマッチングの

場として定着しており、今後、成約に向けたそれぞれ場として定着しており、今後、成約に向けたそれぞれ

の取組みが重要となってきます。当所としましては、の取組みが重要となってきます。当所としましては、

引き続き商談会等を通じて会員事業所の持続的発展に引き続き商談会等を通じて会員事業所の持続的発展に

向けて伴走型支援を行っていきます。向けて伴走型支援を行っていきます。

バイヤーに商品説明する会員企業

開催日：令6年 4月 29日（月）開催日：令6年 4月 29日（月）

詳細は浜田市観光協会ＨＰでご確認ください！詳細は浜田市観光協会ＨＰでご確認ください！

2024 石州浜っ子春まつり開催2024 石州浜っ子春まつり開催


